
23年度要求

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　国土形成計画(全国計画)の新しい国土像実現を目指して掲げられた5つの戦略的目標（①東アジアとの円滑な交流・
連携、②持続可能な地域の形成、③災害に強いしなやかな国土の形成、④美しい国土の管理と継承、⑤「新たな公」を
基軸とする地域づくり）の進捗度等について、戦略的目標や計画に記載されている施策毎に評価指標を設定し、各種
データを収集・整理して計画の進捗状況のチェック（モニタリング）を実施する。また、国土利用計画策定より概ね５年後
の計画の総合的な点検のための調査を実施する。

実施状況

　19・20年度は、効率的・効果的なモニタリング方法の検討を実施した。21年度は、国土形成計画（全国計画）の５つの
戦略的目標の進捗度について指標を用いた計画の進捗状況のチェック（モニタリング）、計画に記載されている施策の
実行度についての指標を用いた計画の進捗状況のチェック（モニタリング）及び国民（一般国民（11,003人）の他、地方
自治体（736団体）、NPO（194団体）、専門家(429人)、企業(192社)を含む）を対象とした計画に関する意識調査を実施し
た。これにより、計画の進捗状況のチェック（モニタリング）体系が構築できた。また、国土利用計画については、国土利
用の質的状態についての評価、ＧＩＳの活用等について調査検討を実施した。

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

国土形成計画法第2条、第3条
国土利用計画法第2条、第4条

関係する計
画、通知等

国土形成計画（全国計画）(平成２０年７月４日閣議決定）
国土利用計画（全国計画）(平成２０年７月４日閣議決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　平成20年7月に閣議決定された国土形成計画（全国計画）では、「多様な広域ブロックが自立的に発展する国土を形
成するとともに、美しく、暮らしやすい国土」を目指すべき新しい国土像とし、その実現のため５つの戦略的目標を掲げ
た。また同時に、全国の区域の国土の利用に関する基本的事項についての国土利用計画（全国計画）が閣議決定され
た。国土形成計画（全国計画）では、関係主体への指針性を向上させるため策定・推進・評価のプロセスを通じて効率
的・効果的な進行管理を行う「国土計画のマネジメントサイクル」の確立が求められており、計画の進捗状況を把握す
る。国土利用計画では、計画の推進等に当たり各種指標の活用、国土の利用をめぐる経済社会の大きな変化を踏ま
え、計画の総合的な点検をおこなうこととなっており、これらを有効に行うために、計画の進捗状況のチェック（モニタリン
グ）を実施する。

担当部局庁 国土計画局 担当課室 総合計画課 課長　川上征雄

会計区分 一般会計 上位政策 総合的な国土形成を推進する

事業番号 73

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 国土形成計画等の進捗管理
事業開始

年度
平成18度 作成責任者

補
　
記

【予算科目】
・０７６　国土形成推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１年度予算額）　　　　　　（２１年度決算見込額）
・０５－９５　総合的な国土形成の推進に必要な経費
・９５０１６－２１２９－０６　諸謝金　　　　　　　　　　　　　　 　　　　０．３百万円                          ０．０６百万円
・９５０１６－２１２２－０８　職員旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４百万円　     　　　 　　 　　　０．４百万円
・９５０１６－２１２２－０８　委員等旅費　　　　　　　　 　　 　 　　 　０．４百万円　　　　　　　　 　 　０．０４百万円
・９５０１６－２１２３－０９　国土形成推進調査費　　　　         　　　３６百万円　　　　 　 　　   　  　　２８百万円

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

　調査内容、進め方について、請負者、関係機関と事前の打ち合わせを実施するなど、調査成果に関して必要な水準
が確保されるよう適正な執行に努めている。また、調査した国土形成計画（全国計画）のモニタリング結果はホームペー
ジにて公表している。

見直しの
余地

　調査業務の発注にあたっては、調査の質を確保しつつ、より競争性の高い契約方式とすることを検討する。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【一部改善】
　広域地方計画の進捗管理を一体的に実施することにより予算執行が効率的に行われるよう改善するとともに、調査業務の発注
にあたっては、調査の質を確保しつつ、より競争性の高い契約方式を導入することにより、より少ない予算で十分な政策効果を得
るよう見直す。

総事業費(執行ベース) - - -

執行率 96.4% 93.8% 74.7%

執行額 15 52 28

23年度要求

予算額(補正後） 16 55 37 45 35

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

国土交通省 
２８百万円 

    Ａ．民間企業等(２社) 
      ２７．５百万円 

 

【一般競争・企画競争】 

 国土のモニタリングに関する調査

・当該事業の企画・立案 
・発注及び進捗管理 
 

諸謝金・職員旅費・外国旅費・委員等旅費 
０．５百万円 

 

て補足する)
(単位:百万円)

国土交通省 
２８百万円 

    Ａ．民間企業等(２社) 
      ２７．５百万円 

 

【一般競争・企画競争】 

 国土のモニタリングに関する調査

・当該事業の企画・立案 
・発注及び進捗管理 
 

諸謝金・職員旅費・外国旅費・委員等旅費 
０．５百万円 

 



Ｂ. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 12 計 0

　 　

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費
平成２１年度　国土利用の質的向
上方策の具体化に向けた基礎調
査

12

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に

A.（株）三菱総合研究所 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 (株)三菱総合研究所 22 1

2 (株)エンターオン 5.5 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 1

2 2

3 3

4 4

A.民間企業等（２社）２７．５百万円  

　

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10


	進捗管理
	進捗　別紙

